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ボストン散策・狛江散策	
　　　多摩に歩く会　村山淳彦	
　5月末に所用で米国ボストンを訪れ
たついでに、独立革命の舞台をめぐる
「フリーダム・トレール」というツ
アーに参加して、建国の父ベンジャミ
ン・フランクリンに扮したガイドの後
ろからぞろぞろついて歩きまわり、18
世紀末の名残が見られる旧市街の路地
裏をたどってきました。ボストンには
何回か行ったことがありましたが、今
回ガイドの説明を聞きながら散策した
ことで、この街がはじめて大まかなり
にもつかめたような気になりました。
アメリカ人の観光といえば自動車を乗
りまわしての名所見物だけで満足する
のが相場だった時代に比べれば、米国
でも自分の足で歩いてみてまわること
のおもしろさが見直されてきたらしく、
ウォーキング・ツアーは近ごろはやり
の観光スタイルとなったようです。10
月には多摩に歩く会の狛江散策に参加
し、わたしにとってはじめて訪れる狛
江がいにしえの高麗からの渡来人ゆか
りの地であることを知りました。痕跡
として残された古墳群を歩いてまわる
ことで、千年以上も昔からこの土地で
営まれてきた住民たちの暮らしがひと
しお心にしみたように思います。	

東京の高麗の里・	
　　　　　街歩き狛江の報告	
					　多摩に歩く会		横山		滋	
　本番の10月26日（木）は、数日来の
天気が嘘のように雲ひとつない晴天に
恵まれ、一般市民13名、会員15名の計
28名が参加して、気持ち良い一日を楽
しみました。 	
　コースは、狛江駅9:30集合～駄倉塚
古墳～兜塚古墳～伊豆美神社～玉川碑
(万葉歌碑)～多摩川沿い(五本松)～西
河原公園～むいから民家園～亀塚古墳
～泉龍寺～狛江駅15:00解散の約6km。	
　狛江市は、古代に高麗(朝鮮半島)か
らの渡来人が多く住み、狛江百塚と呼
ばれるほど古墳が多い。兜塚古墳が
もっとも良好な状態で墳丘が遺存して
おり、墳頂は標高30.40cmと市内で一番
高い地点。伊豆見神社はかっては六所
明神と称し、府中の大国魂神社からの
分霊で井伊直弼公敬慕碑がある。万葉
集の東歌の一首が刻まれた玉川碑。ビ
ルの間から顔を覗かす富士山を眺めな
がら多摩川沿いの景色を楽しみました。	
　昼食は江戸時代の農家の面影を残す
“むいから民家園”で、庭先には柿渋
染する布が干されていた。なお“むい
から”とは茅葺き屋根に使う麦わらの
こと。帆立貝形・前方後円墳の一部だ
けが残る亀塚古墳からは銅鏡や馬具な
どの遺物が出土され、徳富蘇峰の揮毫
の石碑が建っている。駅傍にある奈良
東大寺別当の良弁僧正が草創したとい
われる曹洞宗の雲松山・泉龍寺では、
前住職だった25世の奥様から縁起の話
や本堂・仏教文庫を案内頂きました。	
	

「防災講演会を開催いたします」	
防災推進の街づくり仲間の会　	
								広報委員長　荒川	隆二	
　内閣府（防災担当）は首都直下地震の
発生確率が30年以内に70％程度（南関東
で発生するM7クラスの地震）であると発
表しております。一方、全国を見れば平
成7年阪神淡路大震災、平成16年新潟中越
地震、平成23年東日本大震災、平成28年
熊本地震とM7クラスの地震により多大な
被害が発生しております。そのような中
で、今回の講演会は国立研究開発法人・
防災科学研究所に入所以来、強震動予測
の研究に携わってこられ、平成28年の熊
本地震における被害想定情報の活用及び
これまでの地震調査研究の功績が評価さ
れ、平成29年度防災功労者内閣総理大臣
表彰を受賞した、藤原広行氏の講演会を
開催いたします。多摩地域におきまして
も首都圏直下と合わせて立川断層の危険
もあり、私たちは日頃からどの様な準備
と対策を講じておけばよいかを考える機
会になればと思います。	
	
開催日：12月16日（土）	
　　　　13：30～16：30	
演題：首都圏直下型地震をはじめ	
　　　とした多摩地域の危険と家	
　　　屋の耐震化	
会場：東京都立多摩図書館2階	
　　　セミナールーム1（西国分寺	
　　　駅南口徒歩7分）	
 	

 	
 	

国分寺市立第４小学校総合学習(３年生)を担当しました	
　第４小学校から要請を受け、「国分寺市にふるさとをつくる会」「森の教室イン
ストラクター会」のNEALリーダー(自然体験指導者)が担当致しました。	
タイトル：・花のふしぎ発見　　　　　　・期日：２９年１１月１７日	
　　　　　・樹高と樹齢の測定方法	
１７名の子ども達が参加し、終始子ども達の笑顔に接し、潤いを頂きました。	

"こいがくぼエコまつり"に	
			　参加しました(10月28日)	

花のふしぎに興味シンシン 

体育館ステージ上の校章高さ測定 

自然塾のスタッフが支援! 



ホームページをご覧ください。

・npo-kokubunzifurusato.jp
・国分寺市にふるさとをつくる会

	

12月	3日(日)	国分寺環境まつり

						10:00	国分寺市清掃センター

					9日(土)	ふるさとの会	合同幹部会議

　	　　13:00	恋ヶ窪公民館

　			9日(土)	野川源流自然再生準備会

　　　	15:10	恋ヶ窪公民館

				10日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				13日(水)	森の教室運営委員会

　	　　	9:30	恋ヶ窪公民館

				15日(金)	国分寺市にふるさとをつくる会

　　　　　　	忘年会

							17:30	庄や西国分寺店

　　16日(土)	防災講演会

							13:30	東京都立多摩図書館２階	

				17日(日)	森の自然塾

	　　　	8:30	Ｘ山中央

　　17(日)	環境ひろば

							10:00	国分寺市役所会議室

　　20日(水)	日吉町町内会定例会

							13:30	第五小学校ランチルーム

				24日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				24日(日)	姿見の池ホタルの会会議

　		　	14:00	都営住宅集会所

				24日(日)	防災推進の街づくり仲間の会

　	　　14:00	第九小学校図書室

				28日(木)	会報配布準備

							13:30	恋ヶ窪公民館（印刷は13:00～）

　　　　　　	(注)終了次第広報委員会

				28日(木)	多摩に歩く会会議

							15:00	恋ヶ窪公民館

１２月行事予定

ツバキ QRコード

　　　　　　　　　　伝　言　板	
　　　　12月　森の自然塾のご案内	
日時　12月17日(日)受付9時20分～40分	
場所　X山に集合　その後九小に移動		
											　　	(雨天でも行います)	
　　　解散はX山です。	
　　　学校で使う上履きをご用意下さい。	
塾の内容、クリスマスキャンドル作り」	
　　　　　「クリスマスリース作り」	
一緒にクリスマスソングを歌います。	
　参加をお待ちしています。	
※当会のホームページでは自然塾の記事を
毎月更新しております。「国分寺市にふる
さとをつくる会」または、上記QRコードか
ら訪問ください。	
	

「多摩の自然を楽しむ会」・・・	
《多摩川・稲田堤方面》に参加して	
　　　　　　　三鷹市　小島基男 	
　5月にスタートした「多摩の自然を楽し
む会」は6回目を迎え今年最後の《楽しむ
会》になりました。中野島駅に集合し曇
り空のなかを多摩川（二ヶ領宿河原堰方
面）に向いましたい。今回は何時もの植
物観察に加えて野鳥観察も楽しみました。	
　専門講師の方のご案内で多くの水鳥を
見る事が出来ました。全員で「探鳥会・
チェックリスト」で確認できた鳥を
チェックしました。「マガモ、キンクロ
ハジロ、カイツブリ、カワウ、アオサギ
等２８種類の鳥」を確認する事ができま
した。《わいわい・がやがや》昼食前の
楽しい一刻でした。ご指導を頂いた講師
の先生に感謝です！	
　そして何時もの通り源原先生、冨村さ
んのお話を伺いながら沿岸の植物観察も
楽しみました。「ススキ、オギ、ヨシの
見分け方」を教えて頂きました。昼食後
小雨のぱらつく中で歩いた樹木の茂る小
道は丘陵の中を歩いているような感じで
川沿いの道とは思えない初体験でした。
そして源原先生の「ホルトノキについ
て」の講話はとっても興味深いものでし
た。何時ものことながら、多くの皆さん
と知り合い、新しい発見に元気をもらい
本当に楽しい一日でした。また「多摩川
の資料、河原の植物」は読みごたえのあ
る資料でした。冨村さん有難うございま
した。また来年も楽しみにしています。	
　最後になりましたが、何時も事前に現
地の確認などをされているお世話役の皆
さまにお礼を申し上げまして筆を擱きま
す。	

　 	

11月森の自然塾報告	

　　　	大漁と良い夢	
　　リーダー　長谷慎太郎	
　今年は「ドングリコマ相撲」
を１０月に移行して「森のド
リームキャッチャー」と「ひっ
つきむしで魚釣り」の２つのプ
ログラムで時間に余裕を持たせ
ました。	
１つ目の「森のドリームキャッ
チャー」は新たなプログラムで、
蔦のリースに自分好みのレイン
ボー毛糸、鳥の羽、ドングリ等
を飾りインディアンに伝わる
「良い夢だけが網をすりぬけ悪
い夢は網にかかる」と言うイン
ディアンのお守りを作りました。	
２つ目はひっつきむしの「オナ
モミ」（日本には古い時代に
入ってきたといわれ全国的に少
なくなっている）の針と笹の釣
竿、木の葉っぱの魚を使っての
魚釣りです。１０月初旬に河川
敷にオナモミの生息を確認して
安心していましたが、唖然！採
取時３度の台風による増水でオ
ナモミは流されて全滅状態でし
た。少しの残されたオナモミと
昨年沢の淵に蒔いた種から実が
なったものでなんとか確保する
事ができました。エックス山で
採取した笹と木の葉で釣竿と魚
を作り、魚にスキマテープを貼
りオナモミを針にしての魚釣り。
皆、大騒ぎ大きな魚、小さな魚
を釣り上げたり、道糸が絡んだ
りお祭り騒ぎの魚釣りでした。	
参加者全員、大漁と良い夢を見
て眠りについたと思います。	


